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1． はじめに  

セントラルサーバ（CS）待ち行列問題は、通  

信ネットワーク、フレキシブル生産システム、  

ジョブショップなどで重要である。主要な問  

題は、セントラルサーバが行うルート付けの  

ルーチング規則であり、選択、固定、動的、  

O Eルーチングなどが知られている   

［1］［2］。  

しかしながら、ルーチング規則に関する体  

系的な研究はみられないようである。本研究  

では、各種ルーチング規則を稼働率、待ち時  

間、スループット、コスト、利益などで比較  

して、最適ルーチング規則の性質を追求する  

予定である。  

今回は、簡単のために損失系待ち行列のM  

／M／2（2）型をルーチング規則の基本と  

して、セントラルサーバモデルについて考察  

する。この場合、この基本におけるルーチン  

グ規則を選択ルーチングと呼ぶことにする。  

2．セントラルサーバモデル  

2．1仮定と記号  

待ち行列モデルは、簡単のために、損失系  

のセントラルサーバのもとに、ステーション  

数は2とする。モデルの解析的な仮定は、以  

下のようである。  

（1）システムは定常状態である。  

（2）ステーションは互いに独立な指数  

サービスとする。  

（3）ジョブの移動時間はゼロとする。  

また、記号の説明は、以下の通りである。  

A：到着率  

〟f：ステーションfのサービス率  

β‘：ステーションfの利用率  

椚f＝1／βf＝〟i／入  

坑：ステーションiの稼動率  

ヴ：ステーション1のルート付け確率  

2．2 ルーチング親則  

ここでは、選択ルーチング（図1）、固定ル  

ーチング（図2）［3］およぴOEルーチング   

（図3）［4］を考える。ここで、OEルーチン  

グとは、オーダードエントリー型の場合を指  

す。  

図1． 選択ルーチングの場合  

図2． 固定ルーチングの場合  

図3． OEルーチングの場合  

3．性能評厨  
3．孔 二針－♂く－フ四一確率腰  

待ち時間解析により、各ルーチングのオー  

バーフロー確率（呼損率）βは、以下のよう  
に与えられる。  

選択ルーチングの場合：  

1一明椚2  
β＝   

材椚2＋叫椚…＋叫椚2＋叫＋椚2  

固定ルーチングの場合：  

曾（トヴ）  
β＝   

（ヴ＋叫拒－ヴ＋椚2）  

OEルーチングの場合  
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価基準によって異なることが推測される。特  

に、OEルーチングは、オーバーフロー確率  

の点では真申だが、スループットでは最もよ  

い。  

1＋椚2  
（3）  

3．2 スループットr仔   

各モデルのスループット（生産率）乃7は、  
2つのステーションのスループットの和で  

ある。一般に、  

r首＝〟lり＋〃2り  （4）  

で与えられ、それぞれの工打は以下のように  
なる。   

選択ルーチングの場合：  

八（1＋桝2）＋萌¢＋叫）  
r打＝   

朋子刑2＋叫桝…＋叫椚2＋椚l＋椚2  
図5． スループット比較  

5．まとめと課題  

本論文では、セントラルサーバにおけるル  

ーチング規則の比較考察により、各ルーチン  

グ規則の特徴や価値に関するいくらかの示  

唆を与えている。  

特に、選択ルーチングは同時稼働率ではよ  

いが、スループットではよくなく、スループ  

ットではOEルーチングが優れている［2］。  

今後、この結果をもとに、さらに他の評価  

基準での検討や、最近の文献［1］［2］［5】な  

どとの関係を明らかにして最適ルーチング  

規則の性質を明らかにしたい。  

また、このセントラルサーバにおけるルー  

チング問題とAGV的問題の双対的対応は、  

また関連して興味深い。前者はサーバが静止  

しているが、後者はサーバが移動する。  
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固定ルーチングの場合  

曾（1－曾‰1叫2）叫2〝71  
7ガ■＝   

k＋研1Xト曾＋椚2）  

OEルーチングの場合  

4．数値比較  
4．1オーバーフロー比較  

数値比較として、以下では、A＝l．0、   

〟1＝〝2＝〟、曾＝0・5の場合を考える。  

まず、オーバーフロー確率によるルーチン  
グ比較は、図4に示されている。図4から、  

固定、OE、選択ルーチングの順に優れてい  
ることがわかる。  

図4． オーバーフロー比較  

4．2 スループット比較   

次に、スループットによるルーチング比較  

は、図5に示されている。園5から、オーバ  

ーフロー確率の場合と異なって、選択、固定、  

OEルーチングの順に優れていることがわ  

かる。   

図4，5から、各ルーチングの性能は、評  
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